
令和７年度のまとめ

資料６

令和７年度 協議会関連活動実績

全体会合２回開催、３つの分科会を発足・運営
各分科会とも初回は都と公募の採択事業者の代表企業とで実施、
第２回は、他の事業者やステークホルダー等も交えた検討を実施
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全体会合

第一分科会
都心型水素利活用体制構
築に向けた検討分科会

第二分科会
空港内エリアにおける水

素利活用検討分科会

第三分科会
空港臨海部全域における
高圧水素パイプライン構
築に向けた検討分科会

本会議
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令和７年度 協議会関連活動実績

全体会合

◼公募の採択事業者による発表及びテーマを設定した意見交換

◼協議会構成企業の水素関連ビジネスの推進に寄与するため、
公募の採択事業者から各社に裨益する調査結果や進捗を共有

◼第一回では、水素の純度をテーマとして、水素供給側、水素利用
側それぞれの視点から活発な意見交換を実施

◼第二回（本会議）も、第一回に続き、水素の付臭をテーマに意見
交換を実施

令和７年度 協議会関連活動実績

分科会

公募の採択事業者のうち、具体的な需要の解像度の高さや
影響の大きさという切り口から３つの分科会を設置



令和７年度 協議会関連活動実績

第一分科会：空港臨海部における地下インフラを活用したパイ
プライン等による水素供給体制構築に向けた検討
◼参加社数：１４社

◼議論内容：パイプラインの仕様、地下空間、想定需要家 等

第二分科会：東京国際空港（羽田空港）第３ターミナルにおける
水素利活用実現に向けた検討

◼参加社数：１７社

◼議論内容：水素の調達方法、活用先、安全性 等

第三分科会：空港臨海部全域における高圧水素の基幹パイプラ
イン構築に向けた検討
◼参加社数：１３社

◼議論内容：パイプラインの仕様、法制度、事業化、

コスト・安全性の確保 等

令和７年度 協議会関連活動実績

分科会合同プロジェクト

◼公募の採択事業者による複数プロジェクトが同時進行で
進んでいることを踏まえ、設置した３つの分科会での取り
組み状況の共有、共通認識化を図るため、各分科会の幹事
企業等による合同プロジェクトを実施

◼１月上旬に開催し、各分科会の幹事企業を中心に９社が参
加

◼各分科会の取組状況の共有を行うとともに、水素パイプラ
インが適用される法規制を主題として意見交換を実施

追加実施



令和８年度の
東京都の取組

令和８年度の水素関連事業予算は、今年度を上回る165億円規模

令和８年度の東京都の取組



令和８年度の東京都の取組

令和８年度の東京都の取組



令和８年度の東京都の取組

※水素パイプライン関係

令和８年度の協議会について

令和８年度の協議会について

⇒ 令和７年度の分科会は３月末で終了し、
令和８年度の公募の採択結果を踏まえ再組成

◼全体会合

⇒ 令和７年度と同様に年２回の開催を予定

◼分科会



令和７年度 公募（参考）

募集期間 令和７年５月28日～令和７年６月30日

予算額
１年コース：1億2,500万円
２年コース：1億7,500万円

採択数 １年コース：３事業、２年コース：１事業

対象
事業

⚫ 空港臨海部の特定のエリアを対象とした水素供給・水
素利用に関する検討（点を作る：ステージ１）

⚫ 空港臨海部の広域を対象とした水素供給・水素利用に
関する検討（点を大きくする：ステージ２）

⚫ 空港臨海部全域における最適な水素パイプライン構
築に向けた検討（点をつなぐ：ステージ３）

令和８年度も令和７年度と同規模での実施を検討中
詳細は、４月以降に東京都ＨＰ等で公表予定

令和８年度の東京都の取組


